
天
台
山
の
詩
歌
（
其
八
）

―
―
盛
唐
（
下
）

薄
井
俊
二

埼
玉
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

キ
ー
ワ
ー
ド
：
天
台
山
、
天
台
集
、
漢
詩
、
仏
教
文
学
、
道
教
文
学

は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通

し
て
、
当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
今
回
は
、
盛
唐
期
の
詩
と
し
て
、
後

世
の
仮
託
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
李
白
の
作
品
二
点
、
皇
甫
曾
の
作
品
と

さ
れ
る
一
点
、
杜
甫
の
作
品
一
点
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
楊
山
人
に
関
わ

る
高
適
の
作
品
一
点
も
検
討
す
る
。
最
後
に
盛
唐
時
代
の
天
台
山
の
詩
に

つ
い
て
概
観
す
る
。

●
凡
例

・
周
栄
初
選
『
天
台
山
詩
選
』（
天
台
県
文
化
局
、
一
九
七
九
）（「
周
本
」）
も
参
照

テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

・
そ
の
他
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
。

九

天
台
山
の
詩
（
其
八
）
―
―
盛
唐
（
下
）

【

】
瓊
臺

瓊
台

53

李
白

☆
天
台
勝
蹟
録
巻
三
（「
勝
蹟
録
」）、
周
本
、
許
尚
枢
『
天
台
山
詩
聯
選
注
』（「
許

本
」）
巻
八

■
本
文
と
訓
訳

龍

樓

鳳

閣

不

肯

住

龍
樓
鳳
閣

肯
へ
て
住
か
ず

飛

騰

直

欲

天

台

去

飛
騰
し
て
直
ち
に
天
台
に
去
ら
ん
と
す

碧

玉

連

環

八

面

山

碧
玉
連
環

八
面
の
山

山

中

亦

有

人

行

路

山
中
に
亦
た
人
の
行
く
路
有
り

青

衣

約

我

游

瓊

臺

青
衣
我
に
約
す

瓊
臺
に
游
ぶ
を

琪

木

花

芳

九

葉

開

琪
木
に
花
芳
し
く

九
葉
開
く

天

風

飄

香

不

點

地

天
風
香
を
飄
は
せ
て

地
に
點
せ
ず

千

片

萬

片

絶

塵

埃

千
片
萬
片

塵
埃
を
絶
つ

我

來

正

當

重

九

後

我
の
來
る
は
正
に
重
九
の
後
に
當
り
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嘯

把

煙

霞

倶

抖

擻

嘯

き
て
煙
霞
を
把
り
、
倶
に
抖
擻
す

う
そ
ぶ

と

明

朝

拂

袖

出

紫

薇

明
朝
袖
を
拂
ひ
て
紫
薇
を
出
で

壁

上

龍

蛇

空

自

走

壁
上
に
龍
蛇
し
て
空
を
自
ら
走
ら
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
勝
蹟
録
を
底
本
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
詩
は
李
白
全
集
な
ど
に
は
見
え
ず
、
仮
託

で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。

﹇
閣
﹈
周
本
・
許
本
作
闕
。

﹇
人
行
﹈
周
本
・
許
本
作
行
人
。

﹇
嘯
﹈
周
本
・

許
本
作
笑
。

﹇
薇
﹈
周
本
・
許
本
作
微
。

■
語
注

○
龍
樓
…
皇
太
子
の
居
所
、
朝
廷
。
○
鳳
閣
…
華
麗
は
楼
閣
で
、
多
く
は
皇
宮
内
の

楼
閣
を
指
す
。
謝
靈
運
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
・
平
原
侯
植
」（「
文
選
」
巻
三
十
）

に
「
朝
遊
登
鳳
閣
、
日
暮
集
華
沼
」
と
あ
る
。
周
本
ら
の
ご
と
く
「
鳳
闕
」
な
ら
ば
、

皇
宮
・
朝
廷
の
意
。
晋
王
嘉
「
拾
遺
記
・
魏
」（
「
漢
魏
叢
書
」）
に
「
青
槐
夾
道
多

塵
埃
、
龍
樓
鳳
闕
望
崔
嵬
」
と
あ
る
。
○
碧
玉
…
豊
か
な
自
然
の
樹
木
の
緑
を
い
う

と
も
、
神
話
的
な
碧
の
宝
玉
を
い
う
と
も
取
れ
る
。
○
八
面
山
…
許
本
は
百
丈
坑
の

こ
と
を
描
写
す
る
と
い
う
が
、
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
○
青
衣
…
青
衣
神
か
。

民
に
養
蚕
を
教
え
た
と
い
う
蠶
桑
氏
の
別
名
で
、
青
い
衣
を
着
て
い
た
と
い
う
。
○

琪
木
…
琪
は
美
玉
。
琪
樹
な
ら
仙
境
の
玉
樹
で
、
孫
綽
「
游
天
台
山
賦
」
に
「
建
木

滅
景
於
千
尋
、
琪
樹
璀
璨
而
垂
珠
」
と
あ
っ
て
よ
り
、
天
台
山
に
強
く
結
び
つ
い
た

表
現
。
○
九
葉
…
九
代
。
○
天
風
…
風
。
○
重
九
…
九
月
九
日
、
重
陽
の
節
句
。
こ

の
日
は
高
い
山
に
登
っ
て
遊
ぶ
の
が
習
俗
で
あ
っ
た
。
○
抖
擻
…
も
ち
あ
げ
て
ふ
り

は
ら
う
。
仏
教
用
語
で
は
、
煩
悩
や
汚
れ
を
振
り
払
う
、
頭
陀
行
の
こ
と
。
こ
こ
で

は
そ
の
意
味
か
。
○
拂
袖
…
許
本
は
決
然
と
し
た
動
作
の
様
と
い
う
。
○
紫
薇
…
植

物
の
名
。
紫
微
と
同
じ
場
合
も
。
紫
微
な
ら
道
教
の
宮
殿
名
に
よ
く
つ
け
ら
れ
る
。

○
龍
蛇
…
躍
動
す
る
草
書
体
の
筆
勢
を
た
と
え
る
。
李
白
「
草
書
歌
行
」（「
李
太
白

全
集
」
巻
八
）
に
「
怳
怳
如
聞
神
鬼
驚
，
時
時
只
見
龍
蛇
走
」
と
あ
る
。
許
本
は
、

世
俗
へ
の
別
れ
の
言
葉
を
壁
に
揮
毫
し
た
と
す
る
。

■
口
語
訳

天
子
や
皇
太
子
の
宮
殿
で
も
行
こ
う
と
は
し
な
い

高
く
飛
ん
で
真
っ
直
ぐ
天
台
山
へ
こ
そ
行
き
た
い
の
だ

天
台
山
は
碧
の
宝
玉
が
連
な
り
、
八
方
を
囲
ま
れ
て
お
り

そ
の
山
中
に
は
人
が
行
く
路
も
通
っ
て
い
る

青
い
衣
の
神
仙
が
瓊
台
に
遊
ぶ
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た

そ
こ
で
は
玉
の
樹
木
に
花
が
九
代
に
も
わ
た
っ
て
開
き
続
け
て
い
る

風
が
そ
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
、
地
面
に
落
ち
る
こ
と
も
な
く

千
万
も
の
香
り
で
満
た
さ
れ
、
汚
れ
た
世
俗
の
塵
な
ど
ひ
と
つ
ぶ
も
な
い

私
が
こ
こ
天
台
山
瓊
台
に
来
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
重
陽
の
節
句
の
後
で
あ

っ
た

嘯
き
な
が
ら
、
芳
香
を
た
だ
よ
わ
せ
る
霞
を
手
に
取
り
、
神
仙
と
と
も
に

煩
悩
や
汚
れ
を
払
っ
て
行
く

明
朝
に
は
決
然
と
紫
微
宮
を
出

壁
に
草
書
で
別
れ
の
言
葉
を
書
き
付
け
て
、
大
空
へ
自
ら
足
を
運
ん
で
い

こ
う

■
解
説
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韻
字
は
、「
住
・
路
」
で
、
去
声
七
遇
、「
去
」
で
、
去
声
六
御
。「
臺

・
開
・
埃
」
で
、
上
平
十
灰
。「
後
・
擻
・
走
」
で
、
上
声
二
十
五
有
。

韻
か
ら
も
三
部
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
天
台
」「
琪
木
」
の
語

が
あ
り
、
天
台
山
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
具
体
性
に
乏
し
く
、
他
の
山
の
こ
と
だ
と
し
て
も
違
和
感
は
な

い
。ま
た
李
白
の
作
品
か
ど
う
か
も
決
め
手
に
な
る
よ
う
な
記
述
は
な
く
、

不
詳
で
あ
る
。

【

】
夢
遊
天
台
山

夢
に
天
台
山
に
遊
ぶ

54

李
白

☆
勝
蹟
録
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

天

溶

溶

天
は
溶
溶
た
り

雲

濛

濛

雲
は
濛
濛
た
り

天

風

一

日

吹

我

夢

天
風

一
日

我
が
夢
を
吹
き

我

夢

再

上

天

台

東

我

再
び
天
台
の
東
に
上
る
を
夢
む

台

山

四

萬

八

千

丈

台
山
は
四
萬
八
千
丈

上

有

玉

平

之

府

上
に
玉
平
の
府
有
り

乃

與

瑤

天

通

乃
ち
瑤
天
と
通
ず

長

橋

一

道

度

絶

壑

長
橋
一
道

絶
壑
を
度
る

猶

如

虹

霓

隱

隱

盤

晴

空

猶
ほ
虹
霓
の
隱
隱
と
し
て
晴
空
に

盤

ま
る
が
ご
と
し

わ
だ
か

台

山

星

斗

手

可

摘

台
山
星
斗
手
づ
か
ら
摘
む
べ
く

玉

京

石

扇

開

玲

瓏

玉
京
石
扇

玲
瓏
と
開
く

瓊

臺

銀

闕

照

初

日

瓊
臺
銀
闕

初
日
に
照
ら
さ
れ

半

天

仙

樂

聞

笙

鏞

半
天
に
仙
樂

笙
鏞
を
聞
く

海

霧

掩

袂

赤

城

曉

海
霧

袂
を
掩
ふ

赤
城
の
曉

方

廣

宛

在

虚

無

中

方
廣

宛
も
虚
無
の
中
に
在
り

仙

源

流

水

隔

凡

世

仙
源
流
水

凡
世
に
隔
た
り

天

風

吹

落

桃

花

紅

天
風

吹
き
落
と
す

桃
花
紅

五

百

眞

仙

隱

蹤

跡

五
百
の
眞
仙
は
蹤
跡
を
隱
し

天

人

蹴

踏

奔

象

龍

天
人
蹴
踏
し
象
龍
を
奔
ら
す

金

瓜

半

熟

蛇

護

樹

金
瓜
半
熟
す

蛇

護
る
の
樹

錦

策

倒

掛

虬

枝

松

錦
策
倒
掛
す

虬
枝
の
松

松

頭

瀑

布

灑

飛

雪

松
頭
の
瀑
布

飛
雪
を
灑
ぐ

そ
そ

下

有

兀

坐

龐

眉

翁

下
に
兀
坐
せ
る
龐
眉
の
翁
有
り

心

空

意

定

神

氣

秀

心
は
空

意
は
定

神
氣
秀
で

半

肩

白

髪

雙

睛

瞳

半
肩
の
白
髪
に
雙
睛
瞳

既

非

桐

柏

仙

既
に
桐
柏
仙
に
非
ず

又

非

閭

丘

公

又
た
閭
丘
公
に
非
ず

乃

知

定

公

招

我

手

乃
ち
知
る

定
公
の
我
が
手
を
招
き

邀

我

共

入

摩

尼

宮

我
を
邀
へ
て
共
に
摩
尼
の
宮
に
入
る
を

む
か
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甘

露

洗

我

身

甘
露

我
が
身
を
洗
い

靈

液

澆

我

胸

靈
液

我
が
胸
に
澆
ぐ

そ
そ

授

我

天

台

之

寶

訣

我
に
天
台
の
寶
訣
を
授
く

可

以

揮

手

兮

八

極

以
て
手
を
八
極
に
揮
ふ
べ
く

ふ
る

眞

與

造

化

流

無

窮

眞
に
造
化
と
無
窮
に
流
る

言

未

盡

言

未
だ
盡
き
ず

情

未

終

情

未
だ
終
ら
ず

獨

鶴

一

聲

驚

我

夢

獨
鶴
の
一
聲

我
が
夢
を
驚
か
す

自

古

活

佛

現

方

廣

古
よ
り
活
佛

方
廣
に
現
る

白

月

掛

在

天

姥

東

白
月

天
姥
の
東
に
掛
か
れ
り

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

な
し

■
語
注

○
溶
溶
…
広
々
と
し
た
様
。
劉
向
「
楚
辞
・
九
嘆
・
愍
命
」（「
楚
辞
」）
に
「「
心
溶

溶
其
不
可
量
兮
、
情
澹
澹
其
若
淵
」
と
あ
る
。
○
濛
濛
…
乱
れ
満
ち
る
様
。
漢
枚
乘

「
梁
王
菟
園
賦
」
に
「
羽
蓋
繇
起
，
被
以
紅
沫
，
濛
濛
若
雨
委
雪
」
と
あ
る
。
○
四

萬
八
千
丈
…
「
真
誥
」
に
「
桐
柏
山
、
高
一
万
八
千
丈
、
其
山
八
重
、
周
回
八
百
餘

里
」
と
あ
る
。
○
玉
平
…
不
詳
。
○
遙
天
…
天
空
の
美
称
。
元
代
以
降
で
は
、
天
上

の
仙
境
を
い
う
例
も
あ
る
。
明
鄭
真
「
奉
呈
同
知
錢
相
公
詩
」
に
「
散
花
仙
侶
下
瑤

天
、
華
燭
光
開
錦
繡
筵
」
と
あ
る
。
○
隱
隱
…
隠
れ
て
い
て
、
不
分
明
な
様
。
劉
宋

鮑
照
「
還
都
道
中
詩
」
に
「
隱
隱
日
沒
岫
、
瑟
瑟
風
發
谷
」
と
あ
る
。

○
玉
京
…
天

帝
の
居
所
。
あ
る
い
は
仙
都
。
○
玲
瓏
…
玉
の
清
ら
か
な
音
。
○
銀
闕
…
天
上
に
あ

る
白
玉
京
の
門
。
仙
人
や
天
帝
の
居
所
。
梁
元
帝
「
揚
州
梁
安
寺
碑
」
に
「
白
珪
玄

璧
、
餞
瑤
池
之
上
。
銀
闕
金
宮
、
出
瀛
州
之
下
」
と
あ
る
。
○
半
天
…
空
の
中
程
。

中
空
。「
南
史
」
梁
武
帝
紀
下
に
「
及
崔
慧
景
之
逼
、
長
沙
宣
武
王
入
援
、
至
城
、
夢

乘
馬
飛
半
天
而
墜
」
と
あ
る
。
○
鏞
…
大
鐘
。
○
海
霧
…
天
台
山
は
海
か
ら
は
遠
い

所
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
最
高
峰
の
華
頂
峯
は
望
海
尖
と
も
称
さ
れ
、
海
が
見
え

る
と
さ
れ
る
。
雲
海
を
見
下
ろ
し
た
経
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
天

台
山
が
海
の
霧
に
被
わ
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
も
は
や
あ
り
き
た
り
で
あ
る
。
○
掩

袂
…
袂
で
被
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
霧
が
赤
城
山
に
照
る
暁
を
被
っ
て
ぼ
や
け
さ
せ
て

い
る
様
。
○
方
廣
…
天
台
山
中
の
方
広
寺
。
○
仙
源
…
仙
人
の
居
所
。
○
五
百
眞
仙

…
方
広
寺
に
は
五
百
羅
漢
の
説
話
が
伝
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
真
仙
と
し
て
い
る
。
道

仏
習
合
の
現
れ
で
あ
ろ
う
か
。
○
象
龍
…
彫
刻
の
龍
、
あ
る
い
は
龍
に
似
た
馬
（
漢

代
の
馬
の
名
）。
こ
こ
で
は
象
と
龍
と
と
っ
た
。
○
金
瓜
…
植
物
の
名
か
。
○
虬
…
み

づ
ち
、
小
型
の
龍
。
○
兀
坐
…
一
人
で
端
座
す
る
。
○
龐
眉
…
太
い
眉
。
歳
を
経
て

い
る
こ
と
を
表
す
。
○
桐
柏
仙
…
王
子
晋
の
こ
と
か
。
○
閭
丘
公
…
閭
丘
方
遠
の
こ

と
か
。
天
台
山
玉
霄
宮
で
修
行
し
た
道
士
。
○
定
公
…
不
詳
。
○
摩
尼
…
マ
ニ
教
か
。

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
伝
播
し
て
き
た
宗
教
で
、
唐
代
に
流
行
。
武
宗
に
よ
り
禁

教
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
明
教
と
呼
ば
れ
、
道
教
や
仏
教
の
一
部
の
よ
う
な
形
で

存
続
し
た
。
明
代
に
弾
圧
さ
れ
、
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
李
白
と
マ
ニ
教
と
の
関
わ
り
は

不
明
。
○
天
姥
…
天
台
山
の
西
隣
に
あ
る
名
山
。

■
口
語
訳

天
は
ひ
ろ
び
ろ
と

雲
は
乱
れ
満
ち
る

風
が
吹
い
て
私
の
夢
を
吹
き
散
ら
す
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私
は
再
び
天
台
山
の
東
に
昇
る
の
を
夢
に
見
て
い
る

天
台
山
は
高
さ
が
四
万
八
千
丈

そ
の
上
に
は
玉
平
府
が
あ
る

そ
こ
か
ら
天
上
の
仙
境
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

長
い
橋
が
一
本
、
絶
壁
を
渡
っ
て
お
り

ち
ょ
う
ど
、
虹
が
ぼ
ん
や
り
と
晴
れ
た
空
に
蟠
っ
て
い
る
か
の
よ
う

天
台
山
か
ら
は
北
斗
星
が
手
で
つ
か
め
る
ほ
ど
で
あ
り

仙
界
の
門
の
石
の
扉
が
開
く
美
し
い
音
が
聞
こ
え
る

天
台
山
の
瓊
台
と
天
界
の
銀
闕
と
が
初
日
に
並
び
照
ら
さ
れ
て

中
空
に
は
仙
界
の
音
楽
が
鳴
り
、
笙
や
鏞
の
音
が
聞
こ
え
る

立
ち
こ
め
る
海
霧
が
赤
城
山
を
照
ら
す
暁
を
霞
ま
せ

方
広
寺
も
、
な
に
も
な
い
虚
無
の
空
間
に
あ
る
か
の
よ
う
だ

清
ら
か
な
水
の
流
れ
る
仙
境
は
塵
世
か
ら
か
け
離
れ
て
お
り

吹
く
風
が
赤
い
桃
の
花
び
ら
を
散
り
落
と
し
て
い
る

こ
こ
に
は
五
百
も
の
仙
人
が
隠
棲
し

神
人
が
象
や
龍
を
駆
使
し
て
飛
び
回
っ
て
い
る

蛇
が
守
護
す
る
樹
木
に
、
金
の
瓜
が
半
ば
熟
し
て
ま
と
わ
り
つ
き

み
ず
ち
が
形
成
す
る
松
に
、
錦
の
策
を
逆
さ
ま
に
し
て
架
け
る

松
の
先
端
に
瀑
布
の
水
が
飛
ぶ
雪
の
よ
う
に
注
い
で
る

そ
の
下
に
、
眉
の
長
い
翁
が
一
人
で
端
座
し
て
い
る

そ
の
心
は
空
、
意
識
は
定
で
あ
り
、
精
神
気
息
が
秀
で

白
髪
が
肩
の
半
ば
に
か
か
っ
て
お
り
、
双
眼
は
清
ら
か
だ

も
と
よ
り
王
子
晋
様
で
あ
る
は
ず
は
な
く

閭
丘
公
で
も
あ
り
え
な
い

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
覚
っ
た
、
定
公
が
私
の
手
を
引
い
て

私
を
マ
ニ
教
の
宮
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

甘
露
が
我
が
身
を
洗
い
清
め

霊
液
が
私
の
心
に
注
い
で
汚
れ
を
払
っ
た

そ
し
て
私
に
天
台
の
宝
た
る
秘
訣
を
授
け
て
く
れ
た

か
く
し
て
四
方
八
方
の
天
の
果
て
ま
で
飛
び
去
る
こ
と
が
で
き

造
物
主
と
と
も
に
無
窮
の
時
間
に
流
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

そ
の
言
葉
が
未
だ
言
い
終
わ
ら
ず

気
持
ち
も
引
き
続
い
て
い
る
う
ち
に

鶴
の
一
声
で
夢
か
ら
覚
め
た

そ
う
い
え
ば
、
方
広
寺
に
は
生
き
仏
が
現
れ
る
と
い
う

白
く
輝
く
月
が
、
天
姥
山
の
東
に
懸
か
っ
て
い
た

■
解
説

韻
字
は
「
濛
・
夢
・
東
・
通
・
空
・
瓏
・
中
・
紅
・
翁
・
瞳
・
公
・
宮

・
窮
・
終
・
夢
・
東
」
が
、
上
平
一
東
の
韻
で
、「
鏞
・
龍
・
松
・
胸
」

が
、
上
平
二
冬
の
韻
。
両
者
は
通
韻
で
あ
ろ
う
。

天
台
・
赤
城
山
・
方
広
・
桐
柏
仙
な
ど
、
明
ら
か
に
天
台
山
を
詠
ん
だ
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も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
登
攀
で
は
な
く
、
夢
で
の
遊
覧
で
あ
る
。

天
台
山
へ
の
夢
の
遊
覧
と
神
秘
体
験
に
つ
い
て
、
李
白
に
は
「
夢
遊
天
姥

山
」
の
詩
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。
夢
で
天
台
山

に
遊
び
、
楽
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
神
仙
に
摩
尼
宮
に
招
か
れ
、

作
者
自
身
も
清
め
ら
れ
た
。
と
、
そ
こ
で
目
が
覚
め
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
マ
ニ
教
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
李
白
の
手
に
な
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
決
め
手
は
な
い
。

【

】
送
少
微
上
人
東
南
遊

少
微
上
人
の
東
南
遊
す
る
を
送
る

55

皇
甫
曾

☆
周
本
、
許
本
巻
五
に
一
聯

★
天
台
山
方
外
志
（
以
下
「
方
外
志
」）、
全
唐
詩
巻
二
一
○
、
古
今
図
書
集
成
（
以

下
「
古
今
」）
巻
一
二
五
、
皇
甫
曾
詩
集
（
四
部
叢
刊
三
編
「
唐
皇
甫
冉
詩
集
」

附
録
）

劉
長
卿
詩
集
巻
一

■
本
文
と
訓
訳

石

梁

人

不

到

石
梁

人

到
ら
ず

獨

往

更

迢

迢

獨
り
往
き

更
に
迢
迢
た
り

乞

食

山

家

少

食
を
乞
は
ん
と
す
る
も

山
家
少
な
く

尋

鐘

野

寺

遙

鐘
を
尋
ね
て

野
寺
遙
か
な
り

松

門

風

自

掃

松
門

風

自
ら
掃
き

瀑

布

雪

難

消

瀑
布

雪

消
え
難
し

秋

夜

聞

清

梵

秋
夜

清
梵
を
聞
く

餘

音

逐

海

潮

餘
音

海
潮
を
逐
ふ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

＊
皇
甫
曾
詩
集
を
底
本
と
す
る
。
異
同
は
無
い
が
、
劉
長
卿
関
係
資
料
と
は
異
同
が

あ
る
。

﹇
梁
﹈
劉
長
卿
作
橋
。

﹇
寺
﹈
劉
長
卿
集
作
路
。

■
語
注

○
少
微
上
人
…
不
詳
。
○
迢
迢
…
道
の
り
が
遠
い
様
。
○
松
門
…
天
台
山
の
国
清
寺

へ
は
松
林
を
抜
け
て
い
く
。
○
瀑
布
雪
…
天
台
山
で
最
も
有
名
な
石
梁
瀑
布
を
指
す

だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の
雪
と
は
飛
沫
で
は
な
い
か
。

■
口
語
訳

天
台
山
の
石
梁
は
中
々
人
が
行
き
出
さ
な
い
と
こ
ろ

そ
こ
を
た
だ
一
人
で
向
か
わ
れ
る
が
、
道
の
り
は
果
て
し
が
な
い

食
べ
物
を
も
ら
お
う
に
も
山
中
に
人
家
は
少
な
く

鐘
の
音
を
頼
り
に
遙
か
な
山
寺
へ
と
進
む

国
清
寺
の
門
前
を
な
す
松
並
木
は
、
き
れ
い
に
風
に
払
わ
れ
て
お
り

石
梁
飛
瀑
で
は
、
飛
沫
が
消
え
な
い
雪
の
よ
う
に
飛
び
散
っ
て
い
る

秋
の
夜
、
僧
侶
達
の
唱
え
る
清
ら
か
な
念
仏
の
声
が
聞
こ
え
る

そ
の
途
切
れ
な
い
声
は
海
の
潮
の
音
を
追
っ
て
い
る
か
の
よ
う

■
解
説

韻
字
は
、「
迢
・
遙
・
消
・
潮
」
で
、
下
平
二
蕭
の
韻
。
五
言
律
詩
。

撰
者
の
皇
甫
曾
（
七
二
三
〜
七
八
五
？
）
は
、
字
は
孝
常
、
皇
甫
冉
の
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弟
。
唐
の
潤
州
丹
陽
（
江
蘇
省
鎮
江
）
の
人
。
天
宝
十
二
年
（
七
五
三
）

の
進
士
で
、
諸
官
を
歴
任
し
た
。
兄
と
並
ん
で
詩
名
を
あ
げ
た
。「
集
一

巻
」
が
あ
り
、
今
は
「
皇
甫
曾
詩
集
」
と
し
て
兄
の
詩
集
に
附
載
さ
れ
て

い
る
。

天
台
山
へ
向
か
う
人
を
送
る
も
の
。
そ
の
中
で
、
天
台
山
を
描
写
す
る

が
、
国
清
寺
の
松
並
木
や
石
梁
飛
瀑
な
ど
の
有
名
な
形
勝
を
描
く
。
実
体

験
に
基
づ
く
、
写
実
的
な
も
の
で
は
な
く
、
手
に
し
て
い
る
情
報
を
も
と

に
想
像
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
詩
は
、
全
唐
詩
巻
一
四
七
の
、
劉
長
卿
「
送
少
微
上
人
遊
天
台
」

の
詩
に
酷
似
し
て
い
る
。
同
詩
は
劉
長
卿
の
詩
集
（「
四
部
叢
刊
」
初
編
）

に
収
録
。
劉
長
卿
は
生
没
年
不
詳
。
開
元
二
十
一
年
（
七
三
三
）
の
進
士
。

至
徳
年
間
（
七
五
六
〜
七
五
八
）
の
在
官
は
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
左
遷

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
河
北
の
隨
州
刺
史
で
終
わ
る
。「
劉
長
卿
集
」
十
巻

が
あ
る
。

【

】
觀
李
固
請
司
馬
弟
山
水
圖
三
首
（
其
二
）

56

李
固
、
司
馬
弟
に
請
ふ
の
山
水
圖
を
觀
る

三
首
（
其
の
二
）

杜
甫

★
全
唐
詩
巻
二
二
六
、
杜
詩
詳
注
巻
十
四

■
本
文
と
訓
訳

方

丈

渾

連

水

方
丈

渾
て
水
に
連
な
り

す
べ

天

台

總

映

雲

天
台

總
じ
て
雲
に
映
ず

人

間

長

見

畫

人
間
に
て
長
く
畫
を
見
る

老

去

恨

空

聞

老
い
去
り
て
空
し
く
聞
く
を
恨
む

范

蠡

舟

偏

小

范
蠡

舟

偏
へ
に
小
に
し
て

王

喬

鶴

不

群

王
喬

鶴

群
が
ら
ず

此

生

隨

萬

物

此
の
生

萬
物
に
隨
ふ

何

處

出

塵

氛

何
れ
の
處
に
か
塵
氛
を
出
さ
ん

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

杜
詩
詳
注
を
底
本
と
す
る
。

﹇
老
去
﹈
全
唐
詩
一
作
身
老
。﹇
處
﹈
全
唐
詩
作
路
。

■
語
注

○
方
丈
…
東
海
の
神
山
の
一
つ
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
序
」
に
「
渉
海
則
有
方
丈
蓬

莱
、
登
陸
則
有
四
明
天
台
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
○
范
蠡
舟
偏
小
…
范
蠡
は
春
秋
越

の
名
臣
。
宿
敵
の
呉
を
破
っ
た
後
、
政
治
家
を
や
め
て
国
を
去
り
、
名
を
朱
公
と
変

え
て
、
商
人
と
し
て
成
功
し
た
。
国
を
去
る
と
こ
ろ
を
「
史
記
」
貨
殖
列
伝
は
「
乗

扁
舟
、
浮
於
江
湖
」
と
表
現
す
る
。
○
王
喬
…
王
子
晋
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に

「
王
喬
控
鶴
以
冲
天
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

方
丈
山
は
四
面
を
水
で
囲
ま
れ

天
台
山
は
そ
の
姿
を
雲
に
映
し
て
い
る

私
は
俗
世
に
あ
っ
て
長
く
絵
を
眺
め
て
き
た
が

年
老
い
て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
仙
山
を
実
見
で
き
な
い
こ
と
を
恨
む
ば
か
り

范
蠡
は
小
さ
な
舟
を
浮
か
べ

王
喬
は
た
っ
た
一
羽
の
鶴
に
乗
っ
て
い
る
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彼
ら
は
万
物
の
変
化
の
ま
ま
に
自
然
に
し
て
お
り

汚
れ
た
塵
埃
と
は
全
く
無
縁
で
あ
る

■
解
説

韻
字
は
「
雲
・
聞
・
群
・
氛
」
で
、
上
平
十
二
文
の
韻
。
五
言
律
詩
。

杜
甫
（
七
一
二
〜
七
七
○
）
に
つ
い
て
は
略
す
。

杜
詩
詳
注
に
よ
れ
ば
、
蜀
人
の
李
固
が
、
司
馬
の
官
を
務
め
た
こ
と
の

あ
る
そ
の
弟
の
山
水
図
に
つ
い
て
、
杜
甫
の
題
を
請
う
た
の
に
応
え
た
も

の
だ
と
い
う
。
蜀
滞
在
中
（
七
五
九
〜
七
六
五
）
の
作
か
。
三
首
か
ら
な

り
、
第
一
首
は
作
詩
の
経
緯
と
蓬
莱
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
歌
い
、
第

二
首
が
画
中
の
風
景
と
人
物
、
第
三
首
が
画
中
の
山
水
と
景
物
を
描
く
。

そ
の
第
二
首
。

そ
の
絵
に
方
丈
山
・
天
台
山
や
范
蠡
・
王
喬
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
こ
と
を
述
べ
た
と
解
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
宗
で
な
く
と

も
よ
か
ろ
う
。
山
水
画
を
見
て
、
孫
綽
の
「
遊
天
台
山
賦
」
や
范
蠡
を
連

想
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
も
解
せ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
孫
綽
の
賦

に
触
れ
つ
つ
天
台
山
に
関
す
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
が
な

い
。
手
慣
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
素
材
や
表
現
に
お
い
て
は
、
や
や
あ

り
き
た
り
で
あ
ろ
う
。

﹇
参
考
﹈
送
楊
山
人
歸
嵩
陽

楊
山
人
の
嵩
陽
に
歸
る
を
送
る

高
適

★
全
唐
詩
巻
二
一
三

■
本
文
と
訓
訳

不

到

嵩

陽

動

十

年

嵩
陽
に
到
ら
ざ
る
こ
と

動

れ
ば

や
や
も
す

十
年

舊

時

心

事

已

徒

然

舊
時
の
心
事

已
に
徒
然
た
り

一

二

故

人

不

復

見

一
二
の
故
人
復
た
見
え
ず

三

十

六

峰

猶

眼

前

三
十
六
峰
猶
ほ
眼
前
に
あ
り

夷

門

二

月

柳

條

色

夷
門
は
二
月
柳
條
の
色

流

鶯

數

聲

涙

沾

臆

流
鶯
數
聲
し
涙

臆
を
沾
す

鑿

井

耕

田

不

我

招

井
を
鑿
ち
田
を
耕
や
し

我
を
招
か
ず

知

君

以

此

忘

帝

力

知
る
君
の
此
を
以
て
帝
力
を
忘
る
る
を

山

人

好

去

嵩

陽

路

山
人
好
く
嵩
陽
の
路
に
去
る

惟

余

眷

眷

長

相

憶

惟
だ
余
は
眷
眷
と
し
て
長
く
相
ひ
憶
ふ

■
文
字
の
異
同
と
校
勘

題
に
つ
い
て
、
全
唐
詩
一
作
別
楊
山
人
。﹇
時
﹈
全
唐
詩
一
作
家
。

■
語
注

○
嵩
陽
…
い
ま
の
登
封
。
嵩
山
の
麓
の
ま
ち
。
○
動
…
た
ち
ま
ち
。
○
徒
然
…
た
だ

そ
れ
だ
け
で
あ
る
状
況
。
○
三
十
六
峯
…
嵩
山
は
太
室
山
と
少
室
山
の
二
山
か
ら
な

る
。
こ
の
う
ち
、「
少
室
山
三
十
六
峯
」
の
呼
称
が
速
く
か
ら
見
え
る
。
○
夷
門
…
戦

国
時
代
魏
の
都
城
の
東
門
。
夷
山
の
上
に
あ
っ
た
か
ら
の
呼
称
。
の
ち
、
大
梁
（
開

封
）
を
も
指
し
た
。
○
鑿
井
耕
田
、
忘
帝
力
…
尭
帝
の
治
世
が
あ
ま
り
に
も
す
ば
ら

し
く
平
穏
な
の
で
、
老
人
が
「
鑿
井
而
飲
、
耕
田
而
食
、
帝
力
何
有
於
我
哉
」
と
言

っ
た
と
い
う
（
皇
甫
謐
「
帝
王
世
紀
」）。
も
と
は
政
治
の
す
ば
ら
し
さ
を
表
し
た
が
、
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の
ち
に
隠
居
し
て
世
事
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
「
忘
帝
力
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

高
適
「
酬
龐
十
兵
曹
」
に
も
「
耕
耘
忘
帝
力
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

嵩
陽
に
戻
ら
な
く
な
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
十
年
た
っ
た

昔
の
、
嵩
山
に
隠
遁
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
気
持
ち
で
今
は
い
っ
ぱ
い
だ

幾
人
か
の
知
人
に
は
も
う
会
え
な
く
な
り

少
室
山
の
三
十
六
峯
が
目
の
前
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
ぶ

こ
こ
開
封
の
二
月
、
柳
の
枝
は
色
づ
き
初
め

飛
ぶ
鶯
た
ち
の
声
を
聞
け
ば
、
涙
が
胸
を
潤
す

あ
な
た
は
自
給
自
足
の
生
活
に
向
か
わ
れ
、
私
を
招
こ
う
と
は
し
な
い

こ
こ
か
ら
本
格
的
に
隠
遁
さ
れ
る
お
つ
も
り
な
の
が
分
か
る

山
人
は
す
ば
ら
し
く
も
嵩
陽
へ
の
道
に
旅
立
た
れ
た

私
は
こ
こ
で
恋
々
と
思
い
慕
う
ば
か
り
で
あ
る

■
解
説

韻
字
は
「
年
・
然
・
前
」
で
、
下
平
一
先
の
韻
。「
色
・
臆
・
力
・
憶
」

で
、
入
声
十
三
職
の
韻
。

高
適
（
七
○
四
〜
七
六
五
）（
２
）

は
、
渤
海
（
河
北
省
）
の
人
。
字
は
達

夫
、
ま
た
仲
武
。
長
く
在
野
に
あ
っ
た
が
、
玄
宗
朝
の
末
に
任
官
し
、
刺

史
・
節
度
使
な
ど
を
歴
任
し
て
、
渤
海
侯
で
終
わ
っ
た
。
高
常
侍
集
八
巻

（
四
部
叢
刊
）
が
あ
る
。
旧
唐
書
巻
一
一
一
、
新
唐
書
巻
一
四
三
本
伝
。

こ
の
詩
は
、
宋
州
（
今
の
河
南
省
商
丘
あ
た
り
）
で
流
浪
し
て
い
た
と

き
の
作
で
あ
ろ
う
。
劉
開
揚
『
高
適
詩
集
編
年
箋
註
』
は
、
天
宝
三
年
（
七

四
四
）、
大
梁
（
今
の
開
封
）
で
の
作
と
す
る
。
李
白
に
「
送
楊
山
人
帰

嵩
山
」
の
詩
が
あ
り
（
３
）
、
や
は
り
天
宝
三
年
か
四
年
の
作
と
い
う
説
が

あ
る
。

考
察
〜
盛
唐
期
の
天
台
山
と
文
学

①
は
じ
め
に
―
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り

稿
者
は
か
つ
て
、
盛
唐
時
代
ま
で
を
区
切
り
と
し
て
、
詩
人
達
が
、
天

台
山
を
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
詩
を
作

っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
４
）
。
そ
の
折
に
は
、
次
の
三
つ
の
あ
り

方
を
考
え
た
。

即
ち
、
Ａ
「
遠
く
か
ら
思
い
や
る
山
」、
Ｂ
「
自
ら
は
訪
れ
な
い
が
、

そ
こ
を
訪
れ
る
人
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
実
体
性
を
帯
び
た
山
」、

Ｃ
「
自
ら
が
そ
こ
を
訪
れ
る
山
」
の
三
者
で
あ
る
。
そ
し
て
天
台
山
の
場

合
、
Ａ
で
は
「
神
山
」
や
仙
境
と
等
し
く
、
Ｂ
で
は
「
道
観
な
ど
が
あ
る

道
教
修
養
の
場
」
で
あ
り
、
Ｃ
で
は
「
詩
人
自
ら
が
山
中
を
遊
行
」
す
る

「
道
教
修
養
の
場
」
で
あ
っ
た
と
し
た
。

そ
し
て
東
晋
孫
綽
の
「
遊
天
台
山
賦
」
以
降
、
天
台
山
を
題
材
と
す
る

詩
歌
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
た
が
、
六
朝
時
代
に
は
Ａ
タ
イ
プ
の
「
遠
く

か
ら
思
い
や
る
神
仙
の
山
」
と
い
う
域
を
で
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
唐
代
に
入
る
と
、
相
変
わ
ら
ず
Ａ
タ
イ
プ
は
作
ら
れ
続
け
る
も
の
の
、

Ｂ
タ
イ
プ
の
、
天
台
山
を
「
人
間
が
訪
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
」
も
の

が
登
場
し
た
。
そ
れ
が
初
唐
期
・
睿
宗
朝
の
、
司
馬
承
禎
と
彼
を
見
送
る

詩
人
達
の
詩
作
群
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
の
天
台
山
は
、
司
馬
承
禎
と
い
う

現
前
の
人
物
の
隠
棲
先
と
い
う
確
か
な
実
体
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
孫
綽
の
賦
を
踏
ま
え
た
表
現
も
見
ら
れ
た
が
、
司
馬
承
禎
に
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関
わ
り
の
深
い
「
白
雲
」「
琴
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
物
象
が
登
場

す
る
な
ど
、
表
現
の
面
で
も
新
し
い
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
こ
こ
ま
で
が
前
稿
で
あ
る
（
５
）
。

②
盛
唐
期
に
も
継
続
す
る
Ａ
Ｂ
タ
イ
プ

盛
唐
期
に
入
っ
て
も
、
Ａ
Ｂ
両
タ
イ
プ
の
詩
は
作
ら
れ
続
け
る
。

Ａ
タ
イ
プ
と
し
て
は
、【

】（
６
）

張
子
容
「
送
蘇
倩
遊
天
台
」
が
あ
る
。

23

靈
異

滄
海
を
尋
ね

笙
歌
し
て
翠
微
を
訪
ぬ

水
鷗
迎
へ
て
共
に
狎
れ

雲
鶴
待
ち
て
將
に
飛
ば
ん
と
す

琪
樹
に
仙
果
を
嘗
め

瓊
樓
に
羽
衣
を
試
み
る

な

遙
に
知
る
神
女
の
問
ふ
を

獨
り
怪
し
む
阮
郎
の
歸
る
を

こ
れ
は
天
台
山
へ
向
か
う
人
を
送
る
詩
だ
が
、
笙
・
鶴
と
い
っ
た
王
子

晋
伝
説
の
小
道
具
が
あ
り
、
孫
綽
の
賦
に
見
ら
れ
る
「
琪
樹
」「
瓊
楼
」

と
い
う
語
に
類
似
す
る
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
台
山
で
仙
女
と
出

逢
っ
た
と
い
う
阮
肇
（
阮
郎
）
も
登
場
す
る
な
ど
、
仙
境
と
し
て
の
天
台

山
像
が
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
李
白
の
【

】「
夢
で
天
姥
山
に
遊
ぶ
の
詩
」
で
は
次
の
よ
う
に

46

言
う
。洞

天

石
扉

訇
然
と
し
て
中
に
開
く

青
冥

浩
蕩
と
し
て
底
を
見
ず

日
月

照
耀
す

金
銀
の
臺

霓
を
裳
と
な
し

風
を
馬
と
な
し

雲
中
の
君
は

紛
紛
と
し
て
來
り
下
る

虎
は
瑟
を
鼓
し

鸞
は
車
を
迴
ら
し

神
僊
の
人

列
す
る
こ
と
麻
の
如
し

こ
れ
は
、
天
姥
山
の
洞
窟
の
奥
に
広
が
る
別
天
地
、
仙
境
を
描
い
た
部

分
で
あ
る
。
李
白
の
想
像
力
の
飛
躍
ぶ
り
を
表
す
も
の
だ
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
の
詩
も
、
天
台
山
系
の
山
を
ど
の
よ
う
な

も
の
と
捉
え
て
い
る
か
、
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
仙
境
、
あ
る
い
は
仙
境

の
入
り
口
と
捉
え
て
い
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、
右
の

【

】
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
神
山
・
仙
境
と
し
て
の
天
台

23
山
像
は
、
そ
の
後
も
作
ら
れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
Ｂ
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
、
盛
唐
期
で
は
楊
山
人
に
関
わ
っ
て
の
試

作
が
あ
る
。【

】
張
九
齡
「
送
楊
道
士
往
天
台
」
と
、【

】
李
白
「
送

22

39

楊
山
人
歸
天
台
」
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
楊
道
士
と
楊
山
人
と
は
同
一
人

物
で
、
徳
宗
時
代
に
宰
相
を
つ
と
め
た
楊
炎
の
父
で
あ
る
楊
播
で
は
な
い

か
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
詩
は
、
天
台
山
を
住
ま
い
と
す
る
道
士
が
、

そ
の
山
に
帰
っ
て
行
く
の
を
見
送
る
詩
で
あ
る
。

こ
う
し
た
Ｂ
タ
イ
プ
の
詩
歌
も
、
や
は
り
後
世
で
も
作
ら
れ
続
け
て
い

く
。
し
か
し
、
盛
唐
期
に
な
っ
て
初
め
て
登
場
し
た
の
が
、
詩
人
自
ら
が

天
台
山
を
訪
問
・
遊
行
し
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。

そ
れ
は
孟
浩
然
に
始
ま
り
、
李
白
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
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③
孟
浩
然
と
天
台
山

孟
浩
然
の
天
台
山
入
り
に
つ
い
て
、
加
藤
国
安
氏
は
開
元
十
八
年
（
七

三
○
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
（
７
）
。
そ
し
て
孟
浩
然
の
詩
の
中
に
は
、
彼
が

確
か
に
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。【

】「
將
適
天
台
留
別
臨
安
李
主
簿
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

27定
山

既
に
早
く
發
し

漁
浦

亦
た
宵
に
濟
る

泛
泛
と
し
て
波
瀾
に
隨
ひ

行
行
と
し
て
艫
枻
に
任
す

故
林

日
に
已
に
遠
く

群
木

坐

く
翳
を
成
す

や
う
や

羽
人

丹
邱
に
在
り

吾
も
亦
た
此
よ
り
逝
か
ん

こ
れ
は
、こ
れ
か
ら
天
台
山
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
時
の
作
で
あ
る
。

詩
中
の
定
山
と
漁
浦
は
天
台
山
へ
向
か
う
途
上
の
、
富
春
江
沿
い
の
地
名

だ
が
、
左
に
掲
げ
た
、
謝
霊
運
「
富
春
渚
」（「
文
選
」
巻
二
六
）
に
見
え

る
も
の
で
、同
じ
地
を
通
っ
た
謝
霊
運
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

宵
に
漁
浦
の
潭
を
済
り

旦
に
富
春
の
郭
に
及
ぶ

定
山
は
雲
霧
に

緬

に
し
て

赤
亭
に
て
淹
薄
す
る
こ
と
無
し

は
る
か

【

】
の
詩
の
最
後
の
聯
に
、
孫
綽
の
賦
に
あ
る
「
丹
邱
の
羽
人
」
が

27

登
場
し
は
す
る
。
し
か
し
孟
浩
然
自
ら
が
そ
こ
へ
赴
く
こ
と
を
宣
言
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
訪
問
先
で
あ
る
天
台
山
自
体
に
つ
い
て
は
、
こ
の

詩
で
は
ま
だ
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
表
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ゆ
っ

た
り
と
波
に
ま
か
せ
て
進
ん
だ
先
に
あ
る
、
木
陰
を
な
す
川
筋
の
先
に
あ

る
な
ど
、
天
台
山
へ
の
道
の
り
が
、
快
適
な
自
然
の
中
に
あ
る
こ
と
は
表

現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
、
未
だ
見
ぬ
天
台
山
に
対
す
る
期
待

感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

【

】「
舟
中
曉
望
」
は
、
天
台
山
へ
向
か
う
船
旅
の
途
上
の
作
で
あ

28

り
、
ま
も
な
く
赤
城
山
に
至
ろ
う
と
い
う
、
明
け
方
の
場
面
を
描
く
。

席
を
挂
け
て
東
南
に
望
め
ば

青
山

水
國

遙
か
な
り

舳
艫

利
渉
を
爭
ひ

來
往

風
潮
に
接
す

我
に
問
ふ
今
何
く
に
去
る
と

天
台
に
石
橋
を
訪
ね
ん
と
す

坐

く
看
る
霞
色
の
曉

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
赤
城
の
標
か

や
う
や
く

赤
城
山
が
天
台
山
の
標
識
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
孫
綽
の
賦
に
見
ら
れ

た
表
現
で
は
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
彼
の
地
を
訪
ね
て
み
る
と
、
赤
城
山

は
ま
さ
し
く
天
台
山
の
入
り
口
に
聳
え
る
特
徴
的
な
景
観
を
な
し
て
お

り
、
見
る
人
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
孟
浩
然
の
詩

は
、
話
に
は
聞
い
て
お
り
、
想
像
し
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
赤
城
山
が
、
今

将
に
目
の
前
に
現
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
期
待
を
歌
っ
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
暁
の
霞
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
赤
城
山
を
、
目
の
当
た
り

に
し
て
の
感
動
を
描
い
た
も
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【

】「
宿
天
台
桐
柏
觀
」
は
、「
天
台
山
中
の
道
観
で
あ
る
、
桐
柏

29

観
に
宿
泊
し
て
」
と
い
う
題
の
も
の
で
あ
る
。

海
汎

風
帆
に
信
せ

夕
宿

雲
島
に
逗
ま
る

ま
か

と
ど
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緬

に
尋
ぬ
滄
洲
の
趣

近
く
に
愛
す
赤
城
の
好
き
を

は
る
か

よ

蘿
を
捫
り
亦
た
苔
を
踐
み

棹
を
輟
め
て
窮
討
を
恣
に
す

と

や

陰
に
息
み
桐
柏
に
憩
ふ

秀
を
采
り
て
芝
草
を
弄
ぶ

や
す

鶴
唳
き
て
清
露

垂
れ

鷄
鳴
き
て
信
潮

早
し

願
は
く
は
言
に
纓
紱
を
解
き

此
よ
り
煩
惱
を
去
ら
ん

こ
こ

高
歩
し
て
四
明
を
凌
ぎ

玄
蹤
に
二
老
を
得
ん

紛
た
る
か
な

吾
が
遠
遊
の
意

學
ば
ん
か
な

彼
の
長
生
の
道

日
夕

三
山
を
望
め
ば

雲
濤

空
し
く
浩
浩
た
り

内
容
は
、
遙
か
遠
く
か
ら
よ
う
や
く
天
台
山
に
到
着
し
た
こ
と
か
ら
歌

い
始
め
、
隠
者
や
神
仙
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
山
中
を
遊
行
す
る
様
を
歌

う
。
自
ら
の
天
台
山
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
山
中
で
思
い
巡
ら
し
た
様

々
な
思
い
を
述
べ
、「
煩
悩
を
去
る
こ
と
」、「
長
生
の
道
を
学
ぶ
こ
と
」

を
歌
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
天
台
山
に
お
い
て
太
乙
と
い
う
道
士
と
交
わ
る
詩
と
し
て

【

】「
越
中
逢
天
台
太
一
子
」
が
あ
り
、
同
じ
人
物
と
の
関
わ
り
を
示

30
す
詩
と
し
て
【

】「
寄
天
台
道
士
」、【

】「
尋
天
台
山
」
が
あ
る
。

31

32

以
上
孟
浩
然
の
詩
を
検
討
し
て
き
た
が
、
彼
が
確
か
に
天
台
山
を
訪
問

し
、
そ
こ
に
宿
泊
し
て
山
中
遊
行
を
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し

て
そ
の
体
験
を
元
に
し
た
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
天
台
山
は
、
想
像
し
て
描
く
山
か
ら
、
そ
こ
を
実
見
し

て
詩
歌
を
作
る
対
象
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
孟
浩
然
は

天
台
山
を
、
道
士
が
道
教
の
修
養
を
し
て
い
る
場
所
、
更
に
は
孟
浩
然
自

身
も
、
そ
こ
で
の
山
中
遊
行
や
道
士
訪
問
な
ど
を
通
し
て
、
道
教
的
な
精

神
修
養
を
行
い
う
る
場
所
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
李
白
と
天
台
山

最
後
に
李
白
の
詩
を
検
討
す
る
。
李
白
に
は
天
台
山
に
関
わ
る
詩
が
十

七
点
ほ
ど
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ア

「
李
白
自
身
が
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
」、
イ
「
李

白
以
外
の
人
間
が
天
台
山
を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
」、
ウ
「
神
山

と
し
て
の
天
台
山
を
詠
う
も
の
」、
エ
「
山
岳
を
描
く
絵
画
に
関
わ
る
も

の
」
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
エ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
神
仙
の
山
」
と
し
て
の
天
台
山

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
容
上
は
ウ
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
、
天
台
山
を
描
い
た
詩
の
Ａ
タ
イ
プ
で
、
六
朝
期
以
来
の
山
岳
観

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
イ
は
、
天
台
山
を
描
い
た
詩
の
Ｂ
タ
イ
プ
の

も
の
で
あ
り
、
初
唐
期
以
来
の
も
の
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
が
、
魏
万
と

い
う
人
物
を
送
る
詩
【

】
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
性
格
が
伺

44

わ
れ
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

こ
こ
で
は
先
ず
、
ア
の
「
李
白
自
身
が
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機

と
す
る
も
の
」
を
検
討
す
る
（
８
）
。

【

】
同
友
人
舟
行
遊
台
越
作

35
楚
臣

江
楓
に
傷
み

謝
客

海
月
を
拾
ふ

い
た

沙
を
懷
に
し
て
瀟
湘
を
去
り

席
を
挂
げ
て

溟
渤
に
泛
ぶ

か
か

う
か

蹇

予

前
跡
を

訪

ひ

獨
り
往
き

窮
髮
に
造
ら
ん
と
す

あ
あ

わ
れ

お
と
な

い
た

古
人

攀
づ
べ
か
ら
ず

浮
雲
の
没
す
る
が
ご
と
し

願
は
く
は
言
に
倒
景
を
弄
し

此
よ
り
眞
骨
を
錬
ら
ん
こ
と
を

こ
こ

華
頂
に
絶
溟
を
窺
ひ

蓬
壺
に
超
忽
を
望
ま
ん
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知
ら
ず

青
春
の
度
る
を

但
だ
怪
し
む

緑
芳
の
歇
む
を

わ
た

や

空
し
く
釣
鼇
の
心
を
持
ち

此
よ
り
魏
闕
に
謝
せ
ん

「
舟
に
乗
っ
て
台
越
の
地
に
遊
ぶ
」
と
い
う
題
の
も
の
で
、
楚
臣
は
屈

原
を
、
謝
客
は
謝
霊
運
を
表
す
。
ま
た
「
逆
さ
ま
の
景
勝
を
も
て
あ
そ
ぶ
」

と
い
う
表
現
は
、
孫
綽
の
賦
に
あ
る
、「
天
台
山
は
、
そ
の
姿
を
海
の
中

に
逆
さ
ま
に
隠
し
て
い
る
」
と
す
る
表
現
と
通
じ
て
い
る
。
ま
た
華
頂
峯

か
ら
大
海
を
伺
う
と
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
訪
問
先
は
、
天
台
山
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

【

】
天
台
曉
望
（
題
桐
柏
觀
）

36
天
台

四
明
に
隣
し

華
頂

百
越
に
高
し

門
は
標
す

赤
城
の
霞

樓
は
棲
す

滄
島
の
月

し
る

や
ど

高
き
に
憑
り

遠
く
登
り
て
覽
れ
ば

直
下
に

溟
渤
を
見
る

よ

雲
垂
れ
て

大
鵬

翻

り

波
動
き
て

巨
鼇
没
せ
ん

ひ
る
が
え

風
潮

爭
ひ
て
洶
湧
し

神
怪

何
ぞ
翕
忽
た
る

奇
を
觀
て

跡

倪
無
く

道
を
好
み
て

心

歇
ま
ず

は
て

や

條
に
攀
じ
て

珠
實
を
摘
み

藥
を
服
し

金
骨
を
錬
る

よ

安
ん
ぞ
得
ん

羽
翰
を
生
じ

千
春

蓬
闕
に
臥
せ
ん
こ
と
を

李
白
の
詩
集
で
は
「
天
台
山
の
明
け
方
の
眺
め
」、
宋
代
・
明
代
の
天

台
山
関
係
の
詩
を
集
め
た
詩
集
で
は
「
桐
柏
観
」
と
い
う
題
に
な
っ
て
い

る
。
初
め
の
四
句
は
天
台
山
を
概
説
す
る
が
、
霞
を
ま
と
う
赤
城
山
が
天

台
山
の
入
り
口
に
門
の
よ
う
に
立
ち
、
高
殿
の
よ
う
に
聳
え
る
巌
の
上
に

は
仙
境
を
照
ら
す
月
が
架
か
っ
て
い
る
と
す
る
。
天
台
山
と
想
像
上
の
仙

境
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
が
、
実
物
の
天
台
山
を
眺
め
た
経
験
を
踏
ま

え
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

中
頃
の
六
句
は
天
台
山
か
ら
の
、
お
そ
ら
く
は
華
頂
峯
か
ら
の
眺
望
を

歌
う
。
華
頂
峯
か
ら
は
海
が
見
え
る
と
は
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
こ
と
だ

が
、
そ
れ
は
実
際
の
海
で
は
な
く
、
眼
下
に
広
が
る
雲
海
を
見
て
の
こ
と

で
は
な
い
か
。
李
白
は
、
雲
海
を
見
下
ろ
す
う
ち
に
、
大
空
か
ら
大
海
を

見
下
ろ
す
、
鳳
凰
に
な
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま

仙
界
へ
の
ぼ
っ
て
い
く
こ
と
を
夢
想
す
る
の
が
最
後
の
六
句
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
の
詩
の
題
は
、
孟
浩
然
の
詩
【

】「
舟
中
暁
望
」
と
類
似
し
て

28

お
り
、
孟
浩
然
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

【

】
早
望
海
霞
邊

37四
明

三
千
里

剏
に
起
つ

赤
城
の
霞

つ
と

日

出
で
て

紅
光
散
じ

輝
を
分
か
ち

雪
崖
を
照
ら
す

一
餐

瓊
液
を
嚥
め
ば

五
内
に
金
沙
發
す

の

首
を
舉
ぐ
る
は

何
の
待
つ
所
ぞ

青
龍
と

白
虎
の
車

早
朝
に
天
台
山
・
赤
城
山
を
出
発
し
、
四
明
山
に
向
か
い
つ
つ
、
赤
城

山
を
振
り
返
っ
て
い
る
場
面
で
あ
ろ
う
。
赤
城
山
を
掩
う
霞
の
つ
ぶ
は
、

朝
日
を
浴
び
て
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
お
り
、
仙
薬
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
三
つ
の
詩
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
李
白
が
天

台
山
を
訪
れ
、
山
中
を
遊
行
し
、
ま
た
山
頂
な
ど
か
ら
彼
方
を
遠
望
し
た
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経
験
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
天
台
山
に
李
白
が
何

を
期
待
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
人
を
神
仙
へ
と
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。【

】
の
詩
で
は
「
眞
骨
を
錬
る
」、【

】
の
詩
で
は
「
金

35

36

骨
を
錬
る
」
、【

】
の
詩
で
は
「
五
内
に
金
沙
が
発
生
す
る
」
と
あ
っ

37

た
。
天
台
山
中
で
の
様
々
な
修
養
に
よ
り
、
仙
境
へ
昇
れ
る
存
在
に
、
我

が
身
が
変
化
で
き
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
台
山
は
、
道

教
的
な
修
養
の
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
李
白
の
天
台
山
の
詩
の
う
ち
、
イ
「
李
白
以
外
の
人
間
が
天
台
山

を
訪
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
」
の
中
の
一
首
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は

「
【

】
送
王
屋
山
人
魏
萬
還
王
屋
〔
并
序
〕」
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、

44

五
十
六
言
の
序
文
と
百
二
十
句
（
五
言
）
か
ら
な
る
長
大
な
詩
篇
で
あ
る
。

訳
注
で
は
詩
を
内
容
か
ら
六
段
に
分
け
た
。

全
体
と
し
て
、
魏
万
が
王
屋
山
に
帰
る
の
を
見
送
る
送
別
の
詩
な
の
だ

が
、
第
一
段
と
第
六
段
だ
け
を
つ
な
げ
て
も
、
送
別
の
詩
と
し
て
成
り
立

つ
。
そ
し
て
、
中
間
部
分
の
第
二
段
か
ら
第
五
段
は
、
魏
万
が
李
白
を
追

っ
て
、
中
原
か
ら
呉
越
を
遍
歴
し
た
様
を
描
く
。
お
そ
ら
く
自
ら
の
遊
歴

経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
魏
万
が
そ
れ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像

し
、
同
じ
道
を
歩
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
間
の
叙
景
は
、
魏
万
の
目
を
通
し

て
の
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
李
白
の
記
憶
か
ら
呼
び

起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
呉
越
の
名
勝
を
順
々
に
た
ど
り
つ
つ
紹
介
し
て
お
り
、
さ
な

が
ら
、「
呉
越
旅
遊
大
観
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
第
三
段
の
後
半
で
天
台
山
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
国
清
寺

・
華
頂
峯
・
石
梁
飛
瀑
な
ど
の
景
勝
地
を
あ
げ
て
い
き
、
聳
え
る
峯
や
そ

れ
に
懸
か
る
明
月
、
風
や
渓
流
の
音
な
ど
を
駆
使
し
て
描
写
し
、
天
台
山

を
鑑
賞
に
堪
え
る
名
山
と
し
て
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
の
李
白
自
身

が
訪
れ
た
と
き
に
作
っ
た
作
品
の
よ
う
な
、
遊
仙
的
な
雰
囲
気
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
遊
歴
の
対
象
と
し
て
の
天
台
山
像

で
あ
る
。

⑤
ま
と
め

以
上
、
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
六
朝
時
代
ま
で
は
、
天

台
山
は
、
遠
く
か
ら
思
い
、
想
像
す
る
存
在
で
あ
り
、
神
仙
が
棲
む
仙
境
、

神
山
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
を
訪
問
し
て
の
詩
作
は
殆
ど
な
さ

れ
ず
、
山
岳
の
姿
も
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

唐
代
に
入
り
、
司
馬
承
禎
な
ど
天
台
山
を
拠
点
と
す
る
道
士
な
ど
が
活
動

を
活
発
化
さ
せ
、
詩
人
た
ち
と
も
交
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
天
台
山
像
は
現

実
の
山
岳
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
道
教
の
修
養
の
場
と

し
て
の
性
格
を
表
す
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
更
に
、
盛
唐
期
の
孟
浩
然
と

李
白
が
、
実
際
に
そ
こ
を
訪
れ
、
そ
こ
で
の
体
験
に
基
づ
く
詩
を
作
る
よ

う
に
な
る
と
、
個
別
の
山
と
し
て
の
姿
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て

道
教
修
養
の
場
、
ま
た
山
中
遊
行
の
場
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。

注（
１
）
本
稿
は
同
趣
旨
の
訳
注
の
八
本
目
で
、
先
立
つ
も
の
は
次
の
通
り
。

「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
―
―
六
朝
以
前
（
上
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
教
育
学
部
』

第
五
八
巻
第
一
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
二
）
―
―
六
朝
以
前
（
中
）」『
同
』

第
五
八
巻
第
二
号

二
○
○
九
年
。「
同
（
其
三
）
―
―
六
朝
以
前
（
下
）」『
同
』
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第
五
九
号
第
二
号

二
○
一
○
年
。「
同
（
其
四
）
―
―
初
唐
」『
同
』
第
六
○
巻
第

一
号

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）」『
同
』
第
六
一
巻
第
一
号

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
六
）
―
―
盛
唐
（
中
の
上
）
」『
同
』
第
六
一
巻
第
一
号

二
○
一
一
年
。「
同
（
其
七
）
―
―
盛
唐
（
中
の
下
）
」『
同
』
第
六
十
一
巻
第
二

号

二
○
一
二
年
。

（
２
）
高
適
の
経
歴
は
、
劉
開
揚
『
高
適
詩
集
編
年
箋
注
』（
一
九
八
一
、
中
華
書
局
）

に
よ
る
。

（
３
）【

】
送
楊
山
人
歸
天
台
。
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（
４
）
日
本
中
国
学
会
第
六
十
三
回
大
会
（
二
○
一
一
年
十
月
九
日
、
九
州
大
学
）。

（
５
）
拙
稿
「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
四
）
―
―
初
唐
」。

（
６
）
本
稿
中
【

】
の
番
号
は
、
拙
稿
で
検
討
し
た
詩
歌
の
う
ち
、
唐
代
の
作
品

の
通
し
番
号
。

（
７
）
加
藤
国
安
「
孟
浩
然
と
天
台
山
―
霊
山
で
の
至
高
体
験
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』

第
十
八
号
（
二
○
○
四
年
）。

（
８
）
李
白
の
天
台
山
訪
問
に
つ
い
て
は
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
と
同
六
年
（
七

四
七
）
の
二
つ
の
説
が
あ
る
。
あ
る
い
は
二
度
と
も
訪
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(

二
〇
一
二
年

十
一
月

十
二
日
提
出)

(

二
〇
一
三
年

一
月

十
一
日
受
理)
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